
お客様訪問 USER'S SUCCESS

11

SER’S
SUCCESS

K O M O R I

お客様訪問

Of fset
Printing

K-Supply
H-UV INK

も
あ
り
ま
す
。
顧
客
先
で 『
こ
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
か
？
』 

と
技
術
や
納
期
的
な
問
題
を
尋

ね
ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
場
で
的
確
な
返
答
が

で
き
る
。
こ
れ
が
大
き
な
強
み
に
な
り
ま
す
」

こ
れ
ま
で
、
富
沢
印
刷
で
は
、オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
多
能
工
化
を
進
め
て
き
た
が
、H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
の
操
作
に
も

意
欲
的
で
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら 「
挑
戦
し
た

い
」 と
い
う
声
が
自
然
と
上
が
っ
て
い
る
。
現

在
、全
て
の
印
刷
機
は
、K
O
M
O
R
I
機
を
導

入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

が
共
通
し
て
い
る
部
分
も
多
く
、ス
ム
ー
ズ
に

技
術
力
の
向
上
が
図
れ
て
い
る
と
い
う
。

富
澤
社
長
は
、
導
入
後
に
見
え
て
き
た
効

果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
短
納
期

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
機
会
が
多
く
、
大
き
な

効
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
色
が
良
く
、

ド
ラ
イ
ダ
ウ
ン
も
無
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
顧

客
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
特
に
本

機
校
正
を
し
て
印
刷
に
か
か
る
も
の
は
、
1
回

目
、
2
回
目
の
印
刷
や
時
間
の
経
過
で
も
ぶ
れ

た
り
せ
ず
、
す
ご
く
良
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
従
来
社
外
に
お
願
い
し
て
い
た
什
器
の

印
刷
を
内
製
化
で
き
、
営
業
は
さ
ら
に
機
動

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
」 

全
社
的
な
効
果
と
し
て
は
、
今
回
の
導
入

で
工
場
が
整
理
さ
れ
、
集
客
促
進
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。「
現
場
や
印
刷
機
を

見
て
も
ら
い
、
印
刷
の
流
れ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
強
め
て
い

ま
す
。
2
0
1
9
年
は
見
学
と
仕
事
合
わ
せ
て

1
5
8
人
が
来
社
し
ま
し
た
。
受
注
や
売
上
の

増
加
に
も
効
果
が
出
て
い
ま
す
」

現
場
で
指
揮
を
執
る
斉
藤
工
場
長
は
、
検

査
カ
メ
ラ
に
よ
る
品
質
管
理
は
初
め
て
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
戸
惑
い
が
あ
っ
た
と

振
り
返
り
な
が
ら
、
品
質
面
へ
の
効
果
を
強

調
。「
こ
れ
ま
で
品
質
を
支
え
て
い
た
の
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
次
工
程
で
も
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ク
レ
ー
ム
か
ら
の

検
品
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ク

レ
ー
ム
を
無
く
し
お
客
様
か
ら
信
用
い
た
だ

く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
す
。
H-

U
V 

L

（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
の
導
入
は
、

さ
ら
な
る
品
質
管
理
に
確
実
に
役
立
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
」 

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

使
用
イ
ン
キ
は
、
K
O
M
O
R
I
の
K-

サ

プ
ラ
イ
イ
ン
キ
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の

理
由
を
富
澤
社
長
は 「
機
械
と
イ
ン
キ
の

相
性
を
考
え
る
と
、
K
O
M
O
R
I
で
統
一

す
る
の
が
ベ
ス
ト
。
U
V
イ
ン
キ
に
つ
い
て

K
O
M
O
R
I
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
の
も
メ

リ
ッ
ト
で
し
た
」 

と
話
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
富
澤
社
長
は 「
最

近
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
コ
ピ
ー
ガ
ー
ド
印

刷
は
、
印
刷
機
の
仕
立
て
そ
の
も
の
が
良

く
な
い
と
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
H-

U
V 

L

（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
を
は
じ
め
と

し
た
、
K
O
M
O
R
I
の
素
晴
ら
し
い
機
械
を

使
っ
て
、
最
高
品
質
の
コ
ピ
ー
ガ
ー
ド
印
刷

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
」 

と
意
気
込
む
。

2
0
2
0
年
に
は
、
第
2
社
屋
の
竣
工
を

予
定
し
て
お
り
、
も
の
づ
く
り
の
情
報
発

信
基
地
と
し
て
、
地
域
と
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
く
計
画

だ
。
こ
の
シ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
H-

U
V 

L

（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
Ｇ
３
７
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

製
造
業
と
し
て
の
役
割
以
外
に
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
情
報
産
業
、
ア
ー
ト
創
造
な
ど
新
し

い
役
割
も
意
識
し
つ
つ
、
顧
客
に
最
新
の
ト

レ
ン
ド
を
取
り
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
富
沢
印
刷
㈱
。
多
岐
に
わ
た
る
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
高
精
細

印
刷
や
什
器
設
計
な
ど
、
多
く
の
技
術
革
新

に
挑
戦
し
て
き
た
。「
こ
れ
か
ら
も
U
V
機
の

普
及
は
確
実
で
、
目
先
の
速
乾
・
短
納
期
対

応
だ
け
で
は
な
く
、
U
V
技
術
の
将
来
性
に

大
い
に
期
待
し
て
い
た
」 

と
語
る
富
澤
社
長

は
、
2
0
1
9
年
7
月
に
菊
半
4
色
機
と
菊

半
2
色
機
を
入
れ
替
え
、
8
月
に
H-

U
V 

L

（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7（
A
全
判
5

色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）を
導
入
し
た
。

「
当
社
の
強
み
は
、印
刷
技
術
力・
デ
ザ
イ
ン

提
案
力・
営
業
力
の
三
つ
。H-

U
V 

L（
L
E
D
）

搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
を
入
れ
た
こ
と
で
、
全

て
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
力
と
2
4
0
線
を
は
じ
め
と
し

た
高
精
細
印
刷
に
、
発
色
の
良
さ
が
加
わ
り
、

品
質
が
向
上
。
選
べ
る
紙
が
豊
富
に
な
り
、

素
早
い
後
加
工
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、

デ
ザ
イ
ン
提
案
力
も
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
社
に
は
社
員
数
34
人
の
う
ち
営

業
が
11
人
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
4
人
お
り
、
顧

客
の
も
と
を
積
極
的
に
訪
れ
仕
事
の
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。〝
速
乾
〞
印
刷
に
よ
り
、
今
後

営
業
の
機
動
力
は
各
段
に
上
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
」

「
も
の
づ
く
り
に
誠
実
で
あ
る
こ
と
」。  

印

刷
会
社
と
し
て
の
基
本
姿
勢
を
、
生
産
現
場
だ

け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や
営
業
部
門
の
全
社

員
が
常
に
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
こ
う
し
た
思

い
が
、
顧
客
に
す
ぐ
に
サ
ン
プ
ル
を
提
案
す
る

な
ど
積
極
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
び
付
い
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に 「
営
業
の
機
動
力
」 に
つ

い
て
、
富
澤
社
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
営
業
の
場
合
、
機
動
力
は 『
即
応
力
』 

で

富
沢
印
刷
株
式
会
社

H-

U
V 

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
導
入
で

印
刷
技
術
力
・
デ
ザ
イ
ン
提
案
力
・
営
業
力
の
三
つ
の
強
み
を
強
化
。

　
コ
ピ
ー
を
と
る
と
「
複
製
」
や
「
C
O
P
Y
」
の
文
字
が
浮
か
び
上

る
こ
と
で
偽
造
を
防
止
す
る
コ
ピ
ー
ガ
ー
ド
印
刷
な
ど
、
品
質
の
高

さ
か
ら
顧
客
の
信
頼
が
厚
い
、
総
合
美
術
印
刷
の
富
沢
印
刷
株
式
会

社
。
設
備
投
資
で
は
、
業
界
の
ト
レ
ン
ド
を
意
識
し
た
戦
略
を
取
っ
て

お
り
、
2
0
1
9
年
８
月
に
は
、
H-

U
V 

L
（
L
E
D
）
搭
載
リ
ス
ロ

ン
G
3
7
（
A
全
判
5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）
を
導
入
し
、
印

刷
技
術
力
・
デ
ザ
イ
ン
提
案
力
・
営
業
力
の
三
つ
の
強
み
に
磨
き
を

か
け
て
い
る
。
そ
の
導
入
の
背
景
と
効
果
に
つ
い
て
、
富
澤
隆
久
社
長
、

岡
本
純
子
常
務
取
締
役
、
斉
藤
正
美
工
場
長
、
佐
藤
四
郎
副
工
場
長
、

オ
フ
セ
ッ
ト
課
機
長
の
飯
村
唱
氏
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

富 澤  隆 久 氏

導
入
か
ら
半
年
で
見
え
て
き
た

数
々
の
効
果

飛
躍
が
期
待
さ
れ
る

2
0
2
0
年
の
新
た
な
計
画

ト
レ
ン
ド
を
意
識
す
る
と

H-

U
V
は
不
可
欠

TOKYO

常務取締役
岡本 純子 氏
「導入後、現場は自発的に、
H-UV L（LED）搭載リスロン
G37をどう生かしていくかと
考えて、発言してくれています」

オフセット課機長
飯村 唱 氏
「UVは裏付きがないことが最
高。気にしないで一本で積むこ
とができます。見学のお客様も、
速乾に関しては驚かれます」

工場長
斉藤 正美 氏
「新しいUV機で新しいチャレン
ジをすることで、モチベーション
が上がっています。油性とUV
が共存する強みを出したい」

副工場長
佐藤 四郎 氏
「高いレベルで品質を維持でき
ています。印刷から後加工へ素
早く回せるのは、UVならでは。短
納期の対応力が高まりました」

営業所・工場 / 東京都荒川区南千住3-4-4
https://10330.co.jp/
TEL / 03-5615-1221

上：KOMORIのK-サプライインキ
左：「ランニングコストも削減ができ
ています。また、検査装置で、品
質により自信を持てるようになり
ました」と佐藤副工場長。

「地域とのコミュニケーションを大切にして、風通し
  の良い、新しいものが生まれる企業体にしたい」




